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○ 埼玉県ＮＰＯホームページコンテストに５２団体から応募をいただきました。

いずれの団体のホームページも、たいへん熱心に作り込まれており、活動に

対する並々ならぬ情熱が伝わってきました。 
 
○ 私たち委員にとっても、これまで知らなかった様々な活動を知ることができ、

貴重な経験となりました。数多くのアクセスもいただき、非常に有意義なコ

ンテストであったと思います。 
 
○ 当初、最優秀賞を選考する予定としていましたが、どの団体もそれぞれの想

いをそれぞれのアイディアを用いて表現しており、甲乙付けがたい内容でし

た。そのため最優秀賞を設けず、優秀賞のみとさせていただきました。 
 
○ 優秀賞が１０団体と数が決まっていたことから、非常に僅差ながら優秀賞に

選考できない団体もありました。また、今回のコンテストでは、非常に僅差

の選考であったことや、団体のホームページをランク付けしたいという趣旨

ではないことなどから、優秀賞を選考したのみで、結果に点数や順位は付け

ないこととしました。 
 
○ 本コンテストは、ＮＰＯの情報発信力を高め、ＮＰＯ活動をより多くの人に

知ってもらうとの目的で実施しました。この視点で今回エントリーいただい

た団体のホームページを見ると、今後に向けて大きく２つの課題があるよう

に感じました。 
 
○ 一つは、「読み手」の立場で作られているかということです。「自分たちが誰

で、誰に何を伝えたいのか」ということが分かりにくいページが多いように

感じました。 
 
○ トップページで、ある程度、団体の概要や活動内容を把握してもらい、「次の

ページを見たい」と思わせる情報や工夫が必要だと思います。ページを読み



進めれば、確かに団体の概要や活動内容が書いてありますが、どれだけの人

がその情報までクリックを進めてくれるでしょうか。読んでほしい情報まで

たどり着いてもらうための仕掛けを、工夫して盛り込んでいただきたいと思

います。 
 
○ もう一つは、ＮＰＯの横の連携がホームページ上であまり感じられなかった

ことが残念でした。一つのＮＰＯが出来る活動は限られています。最近の流

れとしては、いくつかのＮＰＯが組んで、指定管理者に応募したり、助成金

に応募したりということがあるようです。 
 
○ 昔は「講」と言われる手法でコミュニティーが持続されていました。「講」が

かたちを変えてＮＰＯになっているというように言っている方もいます。オ

シラ講というのは蚕の神様を守る講ですが、蚕を飼っていないのに顔が見え

るコミュニティーを持続させるために、カラオケパーティーや慰安旅行に形

を変えている例があります。「講」のような顔が見える関係のあるコミュニテ

ィーが持続できればいいのですが、全ての地域が現在のライフスタイルの中

で形成していくことは難しく、それを補助しているのがインターネットであ

るかと思います。 
 
○ ミクシィは８０４万人が利用しています。これは、インターネット上での点

と点（個人と個人）のネットワークですが、これだけの規模のネットワーク

が、地域のネットワークに結びついていません。地域にその情報を吸い上げ

る力が弱いためだと思います。個人を地域に結びつける情報発信力をＮＰＯ

には持っていただきたいと思います。いくら素晴らしい活動をしていても、

その活動が連携を組む人に伝わらなければ、連携が組めません。そのための

情報発信が必要になります。連携先を各団体で見つけていただき、ホームペ

ージ上にリンクとして掲載いただきたいと思います。 
 
○ コンテストの審査過程において、各委員から出された意見（別紙）を考慮し

て、団体のホームページをいま一度見直していただければ幸いです。 
 
○ 本コンテストをきっかけに、各団体のホームページがより魅力的なものへと

発展し、ＮＰＯの情報発信力が向上することを期待しています。 



（別紙）各委員の意見をまとめました。 
 
※良かった点 

○ 頻繁に更新されているもの、完成度の高いものなども多く、感心させられた。 

○ 情報量の多さをデザインでカバーし、たいへん見やすく工夫されているページ

があった。 

○ デザインの良いページがいくつもあった。トップページで目を引くと、その後

のページも見てみたくなり、とても重要な要素であると感じた。 

○ ブログなどを使い、常に新鮮な情報を掲載しているページがいくつかあった。

無料で提供されているツールなどを有効に活用し、効果的な情報発信を行って

いた。 

 

※気になった点 

○ 見る人の視点でのページ作りをお願いしたい。 

○ 埼玉県ＮＰＯ情報ステーションに情報が掲載されていない団体が多い。 

○ 団体の連絡先を、トップページなど探しやすいところに表示してほしい。 

○ リンク切れが見受けられた。リンク切れの確認を定期的に行ってほしい。 

○ 埼玉県ＮＰＯ情報ステーションへのリンクを掲載してほしい。 

○ 既に終了したイベントの募集情報など、古い情報が更新されていないものが見

受けられた。終了の告知や情報の削除を行い、常に新しい情報を見やすく掲載

してほしい。 

○ １ページの縦の長さが長くなる場合には、ページ内リンクや、ページのトップ

へ戻るリンクを設定してほしい。 

○ フレームは、印刷やページ操作で不都合が生じることがあるため、使用する場

合には、十分な配慮をお願いしたい。 

○ 文字の点滅やスクロールなどアクセシビリティへの配慮が不足していると思

われるページが見受けられた。 

○ 画像には、画像の内容を説明する代替情報（alt 属性）を記入してほしい。 

○ 背景と文字色が同系色であるなど、文字が読みにくいページが見受けられた。 

○ １ページ内の画像が多すぎるなどのためか、表示が遅いページが見受けられた。 

○ ＰＤＦファイルを多用しているページがあったが、ＨＴＭＬで提供できる情報

はできるだけＨＴＭＬで提供してほしい。 

○ できるだけ少ないクリックでほしい情報にたどり着けるようなページ構成を



お願いしたい。 

○ キャッチフレーズやキャッチコピーを使うことで、より興味を引きやすいペー

ジにすることが可能であろう。 

○ 文字の羅列ではなく、写真や絵を入れて見やすいページにしてほしい。 

○ サイトマップを作っている団体がほとんど無かった。 


